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五十嵐俊彦


1.　勤務先 〒940-0861 新潟県長岡市川崎2041

JA新潟県厚生連長岡中央綜合病院病理部

電話: 0258-35-3700-3861, FAX:0258-35-9784
Home-page: http://www.nkp-center.jp
E-mail: iikarashi@nagachu.jp
2. 長岡労働衛生コンサルタント事務所

日本労働安全衛生コンサルタント会新潟支部長

〒940-0035 長岡市東神田3-8-13　

　　Home-page:

　　http://www.nrec.sakura.ne.jp/index
　　E-mail: nrec@chu-bu.me
拝啓

ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

ストレスチェックに関する資料を送らせていただきます。


平成27年12月より平成28年11月の間に実施が義務付けられたストレスチェックの実施と監督署への実施報告書の提出が義務になりました。実際には、来年度に各社で実施となり具体的な実施内容が判明すると思いますが、下記の事項に関して前もって準備することが必要と思いますので、連絡させていただきます。

実施手順（16、添付スライド右下のページ番号）：

１．導入前の準備（１７）

１－１．事業者の方針表明（２，３，４）

１－２．安全衛生委員会での調査審議・文書作成（１７）

制度担当者：衛生管理者、実施の周知等の業務


事務従事者：人事権のない事務員、入力・管理等の業務


実施者・面接指導担当医：産業医

実施要項（規程）作成：大まかな流れ図・手順書を作成

２．ストレスチェック実施

個人への報告と事業所全体の統計処理が必要で、また、事業所全体でのストレスの強いグループ（高ストレス者）１割の把握が必要な為、実施に関しては業者に丸投げするのがお勧めです。

参考に、新潟県労働衛生医学協会の担当部長の話「当協会では、一般健診時に別室で各人にストレスチェック質問票に記入していただき、後日、計算・統計処理された結果に関して個人結果は個人へ、事業所全体の結果は会社へ報告する。ストレスチェック経費は１人当り６００円となったが、一般健診と抱合せの場合は値引きに応じます。」とのことでした。

３．高ストレス者グループの従業員からの面接指導の受付

４．面接指導：長時間労働者への面接と同様です

５．面接指導の結果に基づく話し合い

お体に気をつけられて、ますますの御活躍をお祈りしております。

敬具
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